平成24年度一橋大学経済研究所共同利用共同研究拠点事業プロジェクト

「2008SNAとその適用の問題点の総合的検討」主催

国民経済計算研究会共催
国民経済計算の到達地点と課題
日時：2012年11月2日～3日

場所：関西大学千里山キャンパス経商研究棟４Ａ会議室

プログラム

11月2日（金）１５：００～１８：００（１８：００～討議・意見交換会議）
報告１：宇都宮浄人（関西大学）「１９４０年代の金融仲介構造：１９４１～１９４８年度末の資金循環統計の推計」
報告２：辻村和佑（慶應大学）辻村雅子（慶應大学）「Foundations of Flow-of-Funds Based National Accounting」
報告３：久保庭眞彰（一橋大学）「2011年ロシア・ベンチマーク産業連関表」
11月3日（土）９：３０～１１：３０
報告１：作間逸雄（専修大学）「国民経済計算における暖簾の取り扱い」

　　　　山内暁（早稲田大学）「企業会計の立場からのコメント」
報告２：櫻本健（松山大学）「各国で導入が進む2008SNAに関する課題～グローバリゼーションは捕捉可能か～」
